
ってみれば賢治流の詩的

ある。①変換一一巨大か

変化。一瞬が何万年にも

〉。②転移一一場所の移

Eえ、運動の方向変化な

R態の変化。異相、明と

と閣の交代、再生など。

目の出現)が起こるのは時

もどこでも、徐々に、ま

するのだ。こうして「天

隣りに居るらしい。みち

のかけらがだんだんたく

ん花商岩に近づいたなと

Fターン)J)となる。

「まことのことばJであ

ここになく/修羅のなみ

う所だ。それはどういう

はないのか。乙の失われ

きに「二重の風景jの原

中で何も語っていないの

」は「まことのいのちJ
-ものだと思う。それは、

元的にかかわる「唯一の

でもあろうか。賢治の異

きをする。むしろ異空間

よりもいっそう良く現象

はないだろうか。見えな

中で造形される。こうい

」だ。それが現実空間と

がるのである。

。斎藤文一
/多次元世界地上の時間/天空

JPTICS， Dover， 1952 (ニュートン

i， 1983) ゲーテ『ゲーテ全集j

文一『アインシュタインと銀河

藤文一 I科学者としての宮沢賢

-くlζ

;丘・比丘尼は、サンスク

シュニーを漢字で音写し

乞食する者」という説と

う説がある。ともに具足

「専用の戒を受けている必

:く対等ではなく、比丘尼

5ものと定められている。

七丘の250にたいし、比丘

11美術 ぴじゅつ

賢治はファン・ゴッホの日本受容のなかでも、

とりわけ注目される。オランダの画家が糸杉に託

した宇宙との交信が、賢治の心象世界にも通じる

次元を秘めていたことは、賢治自身の水彩、いわ

ゆる「日輪と山J(賢治死後の命名)からも窺われ

る。天空と地との触れ合いと感応こそ、ふたりの

芸術家が実感として体験していた神秘だった。

「春と修羅Jの序には，(すべてがわたくしの中の

みんなであるやうに/みんなのおのおののなかの

すべてですから)J)とあるが、これは鈴木貞美も

指摘するように華厳経の「事事無碍」、あるいは

「一即多」の教え、万物が万物のうちに相互映発

し、相即相入する様を詩句に託したものに他なる

まい。ゴ 7ホと賢治との共鳴は、この水準で理解

される必要がある。折から流行の「感情移入Jの

思想も、天と地と人との心的交感に理論的根拠を

与える一助となったことだろう。賢治は、天地の

接点として、とりわけ富士山に深い思いを寄せ

る。「日はいま二層の黒雲の聞にはいって/杏い

ろしたレンズになり/富士はいつしか大へん高く

けわしくなって/そのまっ下に立って居ります」

(，三原三部J)。ここには「日輪と山」に描かれた

伶立する円錐を集約する詩的映像が見られる。そ

れは「農民芸術概論綱要Jにも投影される。「正

しく強く生きるとは銀河系を自らの中に意識して

これに応じて行くことであるJ(1925)。ここに集

約される思想の背景としては、まず北斎への感応

と浮世絵への感化がある。

「北斎のはんのきの下で/黄の風車まはるまは

る/いつぽんすぎは天然誘接持ではありません」

(，天然誘接J1922.8.17) 0 ，北斎筆支那の絵図を/

パノラマにして展げてゐるJ(， (ちも、れですがす

がしい雲の朝JJ 1927.4.8.)。前者は『富家三十六

景Jの「甲州三島越jを想起させる。天空と地上

との階となるには「槻と杉とがいっしょに生えて

いっしょに育ち」幹が融合する必要があるとい

う。後者は北斎の描いた唐土鳥搬図に想を得て、

スノードンと権現堂山との連想が天竺の須弥山に

融合する受茶羅を初得とさせる。「冬のスケッチ

五」には「ポポカテベトル噴火山」すなわち俗称

メキシコ富士への言及が見られるが、世界各地の

霊峰の連想が賢治の宇宙観を照らす。

こうした富議への注目はどこに淵源をもつのだ

ろうか。「ましろなる塔の地階に、さくらばなけ

むりかざせば、やるせなみフ。ジ、ェー神父は、とり

いでぬにせの赤富士。」ここに言及されたプジェ

ーは盛岡時代に交流のあったカトリック神父だ

が、その行状からも、賢治の浮世絵への感化が欧

米経由、いわば日本趣味の里帰りに乗じたものだ

ったことが想定できる。「青現ぬ玉かずやく天に、

れいらうの瞳をこらし、これはこれ悪業乎栄光子

tif、かぎすます北斎の雪。」だが、富士の姿は

北斎とのみ結びついていたわけではない。「うた

まろの/乗合ぶねの前に来て/なみだながれぬ

富士くらければj。遠景と近景との重ね合わせに

沿って、自然に自己の心情を託す姿勢が顕著に見

られる。さらに賢治独自の色彩感覚を美術作品に

仮託する場合も見られる。「白い鳥」には傍白と

して，(日本絵巻のそらの群青や/天末のTur-

qU01S はめづらしくないが…)J (1922.6.4.)と、
大和絵の群青やトルコ青への親しみが語られる。

また「版画のうた」には 11高輪の二十六夜」の

海のいろ果てほの白くいづち行くらんJ，ひろ重

の木曾路のやまの雪のそら水の色水の色人はとら

れんJ(1916.8.17、保阪嘉内宛)とも見える。広重

の風景の青は、実際には舶来染料・プルシアン・

ブルーの効果だ、った。だがそこに日本の安らぎを

求める心情は、外遊から戻った野口米次郎の心情

でもあった。加えて賢治の浮世絵愛好には、風景

画のみならず、春信の美人画や春章の舞台絵も含

まれる。「勝川春章ゑがいた風の/古い芝居をき

と守ってゐた」と「春曇吉日」では歌舞伎芝居の親

分を冷やかしてみせる。戯画への傾倒は「鳥獣戯

画のかたちして/相撲をとれる子らもありJ(昭

和8年8月15日以前)といった文語詩未定稿の風俗

描写にも見える。

「浮世絵版画の話」は綿密な推敵を伴った一文

だが、賢治は版画に肉筆の模写を超えた芸術性を

認める。画・刻・摺に分業のあった浮世絵版画と

同時代の創作版画との違いを見据えたうえで、賢

治は歌麿の曲線のsingingline に諾律性を認め、春

信の色彩には舶来顔料以前ならではの高雅清純を

みる。人物表情の粋を春画にみる野口米次郎に異

議を唱え、むしろ仮面的無表情に超人性の秘訣を

採る。その評価には世紀末美学の淵源となるウィ

リアム・モリスの手仕事の擁護に通じる思索があ

り、工芸的制作の複製技術ゆえプロレタリア芸術

宮津賢治イーハトヴ学事典 397 
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ビジュツ

の花形となっている面を評価する。ここにも見ら

れる木版・印刷技術への賢治の深い見識は「浮世

絵展覧会印象J(1928.6.15)で、詩的な表現を得

る。「惨とわづかの明書警が/…お冶 その超絶

顕微鏡的に/微細精巧の億兆の網…/まっ白な

格の繊維を連結して/湿気によってごく敏感に増

減し/気温によっていみじくいみじく呼吸する/

長方形のごくたよりない一つの薄い層をつくるj。

木版ならではの水分の含みに生命の呼吸をみると

ころは、いかにも賢治らしい観察だが、続く聯に

は「いまそこに/あやしく刻みいだされる/雪肉

乃至象牙のいろの半肉彫像/愛染される/ー乃至

九の単色調/それは光波のたびごとに/もろくも

崩れて色あせる」と見える。浮世絵の繁明期の青

春から、末期の退廃への流れを辿り、そこに初今

しい身体表現から澗熟への振幅を確認しつつ、

「その古い慾情の香を呼吸して/こ、ろもそらに

足もうつろに行き過ぎるJ浮世絵の情緒が、官能

的に菰われる。賢治はそこに「永久的な神仙国の

創建者/形によれる最偉大な童話の作家」を見て

取っていた。だがそれは失われた江戸の愛惜には

とどまらない。舶来の書籍や洋品をあつめる「丸

善階上喫煙室小景」では、「学校といふ特殊な機

関Jに通う「高級な種類」の「青年jたちが「ド

イツ或は英語の本jも読まねばならぬとて集う庖

の内装に「ほとんど初期の春信みたいな色どりで

/またわざと古びた青磁のいろの窓かけと/ごく

落ちついた陰影を飾ったこの室に/わたくしはひ

とつの疑問をもっJ(1928.6.18)と屈曲した反応を

示す。この直後には「マッチをすればJ1マッチ

がみんな爆発をして」と、数年前の1925年に梶井

基次郎が発表した「樗様jを思い起こさせるよう

な「大ばくはつ」まで告げられていて、驚かされ

る。畢覚、賢治の想像力の裡には、「銀のモナド

を燃したまひ/日輪そらに か‘りますJ1レン
プラントの魂ながれ/小笹は宙にうかび、たり」と

オランダ舶来銅版画の魂と日輪の生命の燃焼と

が、ひとつに融合しようとしている (1冬のスケッ

チ四J)。
賢治には浮世絵の魅力をあえて自らに禁ずる節

もみられる。「北上山地の春Jの先駆形としては

「浮世絵〈北上山地の春>J (1924.4.20)が知られ

る。そこには「いま女たちは黄金のゴールを梢に

つけた/年経た栗のそのコバルトの陰影にあつま

り/消え残りの鈴木春信の銀の雪から/燃える頬

やうなじをひやしてゐます」と見える。だがこの

春信の色香への言及は、推鼓された版では自己検

398 a羽

関で消去される。菊池正三の回想によれば、 1931

年、賢治は菊池の留守に訪れ、菊池夫人にふろし

きを託したが、そのなかには「人には見せられな

い、賢治さんには不要の浮世絵の本Jが2冊あっ

たという。おそらくは春画であろう。賢治が盛岡

時代の友人、細越健に送った浮世絵には写楽の

「四世松本幸四郎の五郎兵衛J1四世岩井半四郎の

お石Jなどの役者絵も知られている。

賢治自身の水彩、ベン、スケッチ、版画など

も、通常の「美術」という枠にはとても収まらな

い。赤い円と有機的なジグザグの線からなる、構

成主義的な「無題(赤玉)Jには、同時代の恩地孝

四郎の構成主義的作品、また「無題(空の裂け

目)Jに見える痩せこけた横顔の二重像に田中恭

吉の表現主義的な版画に通じるものをみる研究者

は多い。萩原朔太郎経由でこれらの作品を限にす

る機会があったものとも推定されている。 f走者に

は地上から4本の腕のようなものが、植物よろし

く増殖しているが、これは珪酸ナトリウム溶液に

金属塩を加えると、金属の種類によってさまざま

な色の結晶が樹木状に生長する、いわゆる「ケミ

カル・ガーデン」と推定されている。化学を媒体

として生物と無生物との境界を重ねあわそうとす

る賢治の想像力のありかを伝える貴重な作例とい

ってよい。さらに「無題(月夜の電信柱)Jは『注

文の多い料理屈』に採録された問題の寓話を思い

起こさせるが、作中では電信柱が群れなして軍事

行進をするのにたいし、画中では学生帽を被った

孤独な姿の六本腕の電信柱が、月夜に照らされて

いる。電気は、通常の物質とは異質なカによっ

て、重力の法則の常識には納まらない威力を世界

に及ぼす。その様が、電気の指令下、移動を開始

する電信柱という、巧みな擬人化の寓意に結晶し

たのが「月夜の電信柱jといってよかろう。初出

の折には、これに菊池武雄がロボット群を思わせ

る卓抜な挿絵を施していた。これに対して、賢治

自ら映像に描く電信柱は、夜の閣のなかにひとり

孤独に件立する巨像よろしく、見る人に畏怖を覚

えさせる。巨大な力をもちながら、自由を束縛さ

れた電信柱。この縛られた巨人に悶歩を許そうと

する賢治の思いが伝わってくる。 I(無題)竜巻を

見上げる兎たち」は、前景では「擬人化された

兎jたちがはしゃいでいるが、重く垂れ込めた黒

雲が、暗い運命を予兆していて、第二次大戦前夜

にドイツのエルツェが描く不気味な「期待J
(1935-36. MoMA)を想起させずにはいない。

こうした映像喚起力に富む賢治の創作は、きわ

1ト

， 
めて多くの挿絵画家た

『注文の多い料理屈J W
をかわ切りに、「北守本

(1931)には棟方寅雄、「

(1932)には棟方志功が挿

後の戦中期には小穴隆

(1939)、横井弘三挿画・

の伝記.1 (1941)、野間仁

道の夜.1 (1941)が知られ

ることは紙面が許さない

野準一郎、堀文子ほか代

ており、朝倉摂、安野封

y 子、高野玲子、和田誠、

六郎、堀内誠一、藤城清

荒井良二、北見隆、牧野

近藤弘明、佐藤義郎ほか

画家達には枚挙にいとま

した三橋節子も落とせま

お増幅を止めないだろう t
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|日付の問題lU春と修i
ひづ11のもんだい， 1まるとし町

賢治の自筆草稿(特に京

日付(西暦年と月日)が、

う一語では(間違いでは右

ぬ諸相があることについ

ばならないが、ここでは

刊行詩集『春と修羅.1 (1! 

質を論じておく必要があ

この詩集の初版本テク

13年1月20日の日付と署1

いう題の序詩が置かれた 1

溶媒><小岩井農場><グ

山><無声働突><オホー

ゴール〉とそれぞれ章題

れた8つのパートに蹄分l

て巻末に(目次〉が置か

れぞれに西暦年、月、日

を伴って記されているσ
は、巻頭の「屈折率」ヵ

道」まで、これら括弧入

いるのだ l

そんなことは、別に「



三の回想によれば、 1931

訪れ、菊池夫人にふろし

には「人には見せられな

浮世絵の本」が2冊あっ

酉であろう。賢治が盛岡

Eった浮世絵には写楽の

議IJ 1四世岩井半四郎の

られている。

'、スケッチ、版画など

う枠にはとても収まらな

グザグの線からなる、構

lには、同時代の恩地孝

また「無題(空の裂け

こ横顔の二重像に田中恭

通じるものをみる研究者

でこれらの作品を眼にす

推定されている。後者に

うなものが、植物よろし

は珪酸ナトリウム溶液に

の種類によってさまざま

長する、いわゆる「ケミ

されている。化学を媒体

境界を重ねあわそうとす

を伝える貴重な作例とい

(月夜の電信柱)Jは『注

された問題の寓話を思い

竜信柱が群れなして軍事

園中で、は学生帽を被った

住が、月夜に照らされて

!質とは異質な力によっ

;ま納まらない威力を世界

気の指令下、移動を開始

な擬人化の寓意に結晶し

といってよかろう。初出

准がロボット群を思わせ

だ。これに対して、賢治

i 夜の閣のなかにひとり

しく、見る人に畏怖を覚

ちながら、自由を束縛さ

だ巨人に閲歩を許そうと

てくる。 I(無題)竜巻を

景では「擬人化された

るが、重く垂れ込めた黒

ていて、第二次大戦前夜

}描く不気味な「期待J
させずにはいない。

喜む賢治の創作は、きわ

めて多くの挿絵画家たちに霊感を与えてきた。

「注文の多い料理庖J(1924)への菊池武雄の挿絵

をかわ切りに、「北守将軍と三人兄弟の医者」

(1931)には棟方寅雄、「グスコープドリの伝記」

(1932)には棟方志功が挿絵を寄せている。著者没

後の戦中期には小穴隆一挿絵の『風の又三郎』

(1939)、横井弘三挿画・装丁の『グスコーブドリ

の伝記J(1941)、野間仁根挿画・装丁の『銀河鉄

道の夜j(1941)が知られる。敗戦後の例を網羅す

ることは紙面が許さないが、棟方志功はじめ、関

野準一郎、堀文子ほか代表的な画家たちが携わっ

ており、朝倉摂、安野光雅、武井武雄、三浦幸

子、高野玲子、和田誠、田島征三、畑中純、谷内

六郎、堀内誠一、藤城清治、工藤甲人、村上勉、

荒井良二、北見隆、牧野玲子、妹尾一朗、司修、

近藤弘明、佐藤義郎ほか、独創的な解釈を示した

画家達には枚挙にいとまがない。日本画では天折

した三橋節子も落とせまい。このリストは将来な

お増幅を止めないだろう。 。稲賀繁美
[関連項目lゴッホ。農民芸術論，モダニズム， [美術におけ

るJ.モリス.リァプス。棟方志功絵本

I参考文献)r生誕百年記念宮沢賢治の世界展j朝日新聞社.

1995-6. r絵で読む宮沢賢治展ー賢治と絵本原画の世界j商鉄五

郎記念館ほか. 2007-8 

ヒヅケノモ
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|コッホ
Gogh， Vincent Van 1853-90 

大正7-9年頃の作と推定される短歌「ゴオホサ

イプレスの歌jには「サイプレス/念りは燃えて

/天雲のうづ巻をさへ灼かんとすなり。J(759) 

「天雲の/わめきの中に湧きいでて/いらだち燃

ゆる/サイプレスかも。J(760)とある。木下長宏

は『エゴ』の「ゴオホ競」表紙ほかに取られたペ

ン画の「星月夜のサイプレスjが賢治の発想i原だ
ったと推定する。手稿で直前に見え、削除された

「あはれ見よ青ぞ、ら深く刻まれし大憂茶羅のしろ

きかずやきJには、さらに直裁な反応が顕れてい

る。賢治はファン・ゴッホの描いた天雲の渦巻き

に、須弥山の下に広がる畏茶羅という仏教的映像

を透視した。大正11-12年頃と推定される『春と

修羅』に収められた「春と修羅Jに見えるZy-

PRESSENすなわち糸杉の文句は、この短歌の発

展形であろうが、「日輪青くかげろへばJなどの

句には、ファン・ゴッホの《糸杉の星の見える

道}(1890年5月)の三日月と火星が天空に背く輸

を描く図像を想起させずにはいない。そこに歌わ

れる「おれはひとりの修羅なのだjの修羅、みず

から「樹林に交響」し「鳥はまた青ぞらを裁るj

様を目に留める修羅のうちに、オランダの画家と

花巻の詩人との姿が重なりあう。その近傍には

「かぜとほる棒の大樹うづだちて青の炎となりに

けるかもJ(Wあらたま』大正5年)と歌っていた斎

藤茂吉もある。「銀河鉄道の夜」に現れる「天気

輸の柱Jもここに融合するだろう。さらに「死J
に「天空の機関車Jを幻視する一節がゴッホの書

簡(506信)に知られ、賢治の発想との共鳴は看過

しがたい。賢治がゴ、yホ書簡を絡きえたか否かは

確証不能だが、弟の尽力によって世間的な認知を

得た経歴と、自己犠牲が世界の平安への貢献とな

ることへの夢想もまた、両者に共通する。エスペ

ラント詩稿Senrikoltajaro. (凶作の年)には「中国

のゴッホJi第六天Ji列車の準備が出来た」など

の語句もみえ、「星に行くための列車Jとゴ '1ホ

とが賢治の脳裏で連合していた様を推定させる。

n:主文の多い料理庖j(1924年自費刊行)の表紙符

絵には岩手の中学校美術教師、菊池武雄による

「ひまわりJが搭かれている。 。稲賀繁美
I参考文献l木下長宏『思想史としてのゴツホ 複製受容と想像

力』皐義密林. 1992 稲賀繁美「ファン・ゴッホと日本そして

中国Jr人文学7ォーラム』第2号.跡見学園女子大学， 2004年:

月。

|後続絡次 ごとうかくじ

1889-1969 

福岡県出身。 1912年、東京帝大農科大学農芸1t

学科卒業後、内務省伝染病研究所に勤務。 15年よ

り3年間、英国・スイス留学。 18年帰国し北里研

究所助手として転職し、 22年には部長に昇格し

この頃よりツヅラフジ科植物よりのモルヒネ(寸

竹無二雄の項参照)系塩基の研究に従事しお年仁

は初報を発表、ライフワークとなる。十数カ国震

に精通し、宮浮賢治の詠んだヘッケルの著書を奇

し、題名『生命の不可思議』として岩波文庫

(1928年初版)から刊行。 。一戸良q'j
I関連項目l小竹無二雄，ヘッケル

|コロイド
[英]colloids 

英国グラスゴ一生まれのT グレーアムは、

1861年無機塩・有機糖溶液は、羊皮膜・硫酸紙t

半透膜を通過するが膝Eか溶液は透過しない現象を

発見する。彼は、前者にクリスタロイド(結昌

質)、後者にコロイド(惨質)と命名する。片山E
夫は『化学本論』で「謬慌Jと音訳している。読

尾“質"は“オイド"で群・類似物を意味するz

動物骨・軟骨を構成する硬蛋白質・コラーゲシ

(“ゲン"は、素.i原を意味する)を希酸・希ア11

カリの長時間煮沸処理して生成した誘導性蛋白壁

ゼラチンのことで低品質のものを惨と称してU

る。このコロイド化学の創設者は、能量一元読

者 'F.W.オストワルドの息子、 W.W.オストワ 11

ドで、 1911年『コロイド化学雑誌jを創刊し、ラ

イプチッヒ大学教授に就任、国際的に新分野学問

の開拓に尽力している。火山灰土壌研究の関豊北

郎教授は、 Vベッシル著『コロイド化学入門j(/ 

英訳書を用いてゼミを行っている。そこでプラち

ン運動・チンダル現象を説明し“ゲル・ゾル"σ

概念を輪講している。この対話「温水に溶解すZ

とゾル、冷却すればゲルとなる」は水を分散媒と

した時の定義でヒドロゾルを指す。ゲルは高分ヲ

物質・コロイド粒子がその相互作用により網目持

造を形成する状態で寒天・豆腐・務蕩がそれでS
る。通常分子量3万程度・直径lO-5-lO -7 cmの棋

細粒子が分散し流動性を示すものである。分散揺

が有機溶媒の場合、"オルガノゾル"と称する l

同気質は集合体を形成し易く、異形質は離散しE

薗幽 ....一一j 晶



後、大阪帝大理学部化学科有機化学講座教授に就

任し、纂f毒の研究で有名となる。 。一戸良行

|ヨツホ
Gogh. Vincent Van 1853-90 

大正7-9年頃の作と推定される短歌「ゴオホサ

イプレスの歌」には「サイプレス/念りは燃えて

/天雲のうづ巻をさへ灼かんとすなり。J(759) 

「天雲の/わめきの中に湧きいでて/いらだち燃

ゆる/サイプレスかも。J(760)とある。木下長宏

は『エゴ』の「ゴオホ鏡」表紙ほかに取られたベ

ン図の「星月夜のサイプレスjが賢治の発想源だ

ったと推定する。手稿でら直前に見え、削除された

「あはれ見よ青ぞら深く刻まれし大量茶羅のしろ

きかずやき」には、さらに直裁な反応が顕れてい

る。賢治はファン・ゴツホの描いた天雲の渦巻き

に、須弥山の下に広がる受茶羅という仏教的映像

を透視した。大正11-12年頃と推定される『春と

修羅』に収められた「春と修羅Jに見えるZy-

PRESSENすなわち糸杉の文句は、この短歌の発

展形であろうが、「日輪青くかげろへば」などの

句には、ファン・ゴツホの《糸杉の星の見える

道}(1890年5月)の三日月と火星が天空に青く輸

を描く図像を想起させず、にはいない。そこに歌わ

れる「おれはひとりの修羅なのだJの修繕、みず

から「樹林に交響」し「烏はまた青ぞらを裁るJ
様を目に留める修羅のうちに、オランダの函家と

花巻の詩人との姿が重なりあう。その近傍には

「かぜとほる爆の大樹うづだちて青の炎となりに

けるかもJ(rあらたま』大正5年)と歌っていた斎

藤茂吉もある。「銀河鉄道の夜」に現れる「天気

輸の柱」もここに融合するだろう。さらに「死J
に「天空の機関車Jを幻視する一節がゴツホの書

簡(506信)に知られ、賢治の発想との共鳴は看過

しがたい。賢治がゴッホ書簡を繕きえたか否かは

確証不能だが、弟の尽力によって世間的な認知を

等た経歴と、自己犠牲が世界の平安への貢献とな

ることへの夢想もまた、両者に共通する。エスペ

ラント詩稿Se町 ikoltajaro. (凶作の年)には「中国

りゴッホJi第六天Ji列車の準備が出来た」など

り語句もみえ、「星に行くための列車Jとゴッホ

ヒが賢治の脳裏で、連合していた様を推定させる。

注文の多い料理屈J(1924年自費刊行)の表紙挿

会には岩手の中学校美術教師、菊池武雄による

ひまわり」が描かれている。 。稲賀繁美
参考文献l木下長宏『思想史としてのゴツホ 複製受容と想像

11挙露骨林. 1992 稿賀繁美「ファンーゴツホと日本そして

中国Jr人文学フォーラム』第2号.跡見学園女子大学.2004年3

月

コロイド
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せて受け取っていたし、江戸川乱歩は「パノラマー一事

毒奇語J(1927)の最後近くに応用している。賢治

η場合、詩「噴火湾(ノクターン)Jでは「わたく

しの感じないちがった空間に/いままでここにあ

った現象がうつる/それはあんまりさびしいこと

むと述べられでもいる。相似の異世界が並行し

て進行するイメージで、ありえたかもしれない別

り世界が現世の隣で進行していることをいう「可

指世界J(当時知られていたのはライプニッツの

苦え)に似ているが、賢治の場合には観念操作が

午在する。詩「五輪峠Jの語り手は、峠に五輪塔

を見つけ、それまで地水火風空の五輪の名がつい

ヒ5つの峠があると思っていたのが勘違いだった

ことに気づくが、物質として実在するものも、

電子」に還元して、その微細な粒子群の浮かぶ

E聞を「真空Jの一つの相と見なせば、想像上の

つの峰と同列だと考える。さらに、その「真空J
t挟んで、いくつもの空間に「いままで宇部五右

苦門が/これはおれだと思ってゐた」意識(地主

コ自意識)や対他意識がさまざまに現れる現象を

Fえ、土や雲も同じように意識をもっと考える。

「阿縛達池幻想曲Jでは、この「真空」が「虚

~J と言い換えられ、「異の空間への媒介者J と
iれる。微粒子も「極微i<Jという仏教用語で言

、かえられる。詩「雲とはんのきJの「あやしい

6の微塵」の「微塵Jも同じ。このようにして賢

主は、原子朗が指摘しているように、当代物理学

:仏教世界観の諸要素を対応させ、翻訳関係をつ

:ろうとしていた。

「銀のモナドJ(i青森挽歌J、詩ノート〔銀のモ

ードのちらばる虚空〕、「東京jノート)、「銀のア

・ムJ(í風景とオルゴールJ)、「銀の分子 ~;u
〔この森を通りぬければ))のモナドは、ライブニ

Pツ Iモナド論j(1714)から借りたと考えてよ

言。だが、ライブニツツはモナドを自ら表象し、

t求するもので、他から影響を受けることなく

窓をもたない)、したがって相互の因果関係はも

・ず、キリスト教の神の導きによって世界の予定

i和に至ると説き、表象によって「裸のモナドJ
E集まっただけの物体、動物的精神、理性的精

l、神の四段階に区切る。賢治の場合、モナドは

〔小な物質的単体に限られ、先に見たようにきま

すまな物体も自意識をもっとするので、ライプニ

ツの考えとはしくみがちがう。 。鈴木貞美
E考文献l原子朗「異空間Jr虚空JrモナドJ等『新宮i畢賢治

集辞典l東京書籍. 1999 

pナ

|ターナー
Turner. ]oseph Mallord William 1775-1851 

イギリスを代表する国民画家、西洋絵画史上、

風景画家として特筆される。賢治がターナーに言

及した箇所としては、生前未発表の詩稿「不食慾

戒」の以下の箇所が知られる。「粗剛なオリザサ

チパといふ植物の人工群落が/タアナアさへもほ

しがりさうな/上等のさらどの色になってゐるこ

とは/慈雲尊者にしたがへば/不食慾戒のすがた

ですJ。賢治のターナーに関する知識の源泉を確

定することは困難だが、『美術新報』大正2年8月

号に充実した風景画特集号があり、丸山晩霞がタ

ーナーの山猿図を論じている。『みづゑ』大正7年

5月にも丸山はターナーのヴ、エニス風景を論じて

おり、この年田中邦三による「ターナー伝jの連

載が始まっている。昭和5年の『みづゑJ25周年

宮還賢治イーハトヴ学事典 311 



安ナカダテ

記念号は「水彩画発達史Jであり、ターナーの図

版も2点掲載されている。慈雲尊者は党語研究の

大著『党学津梁』で知られ、フランス人研究者、

シルヴァン・レヴイからも注目された学僧、葛城

神道の創始者としても名を残す。賢治は稲の新緑

の青さをターナーのパレットの瑞均しい色彩感に

喰え、そこに慈雲の戒が成就された模範を見る。

。稲賀繁美

312伊

する中、 1910年代から20年代前半にかけて、日蓮

主義は流行思想となった。 1920年9月、智学は日

刊新聞『天業民報』を創刊する(通称、「緑の新

聞J)。智学は「日本国体の研究」を連載し、この

連載をまとめたものを、 1922年に『日本国体の研

究』として刊行。自らの日本国体学を体系化し

た。智学は日蓮仏教と国体との先天的な結びつき

(法国冥合)を説き、その後天的な結びつきを実現

するために、国民に国体観念の自覚を促し、国体

と不可分の(と智学が考える)日蓮主義が社会に普

及することを訴えた。この団体観念の教化のた

め、さまざまな活動を実践した。「日蓮主義政治J
を掲げた政党・立憲養正会の結成(1923年)のほ

か、天業青年団 (1921年)、因性文芸会(1922年)、

天業労働会(1923年)、大詔聖旨普及同盟(1924年)

を組織し、国体観念の普及に励んだ。とくに1925

年に結成した明治会によって、明治天皇の生誕日

(11月3日)を祝日とする明治節制定のための大衆

運動を組織し、 1927年には明治節が実現する。智

学は明治節の意義を説きながら、各地で国体観念

の普及を図る教化運動を実践。こうした社会教化

の功績が認められ、 1928年、政府から思賞を受け

ている。

晩年は妙宗大霊廟を東京一之江の本部に建立

し、自らの全集全36巻を刊行するなど、亡くなる

直前まで精力的に活動し、 1939年11月17日に78歳

で逝去した。国柱会は現在も在家仏教教団として

活動を継続している。

賢治が国柱会に入会した1920年10月は、まさに

日蓮主義が社会的に流行している最中であった。

同年12月2日に保阪嘉内へ宛てた手紙の中で、「今

度私は/国柱会信行部に入会致しました。即ち最

早私の身命は/日蓮聖人の御物です。従って今や

私は/田中智学先生の御命令の中に丈あるので

すJ(書簡177)と記し、智学への熱烈な思いを吐

露している。この時点での賢治は、当時数多くい

た日蓮主義に感化された青年の一人と見ることが

できるだろう。 。大谷栄一
[関連項目1在家。立正安国!仏教改革運動 天皇制ナンヨナリ

ズム

I参考文献l田中芳谷『田中智皐先生略伝j師子王文庫。 1974

大谷栄一『近代日本の日蓮主義運動j法蔵館 2001 

|谷川徹三一一
1895-1989 

哲学者。一高入学のころから「青春の醜さ」に

悩み、『歎異抄』を広く紹介した真宗改革派、近



ムナカ空シ

|糊志功…しこう
1903-75 

1931年、 28歳の志功は、詩人の佐藤一英が企画

編集した雑誌『児童文学』で「グスコープドリの

伝記」初出稿に挿絵6枚を施した。だが本人は後

年(1974)iコノクライ不思議ナコトハアリマセ

ンjとして、この仕事がほとんと号記憶に残ってい

ないこと、このような作品が描けたことを自分で

も驚嘆する、との証言を残している(r.校本宮津賢

治会集』第13巻月報1974年)01936年には「なめ

とこ山の熊版画Jで文字を刻み、絵を添えたが、

22図で未完のまま中絶している。 1944年には「雨

ニモ負ケズ板画柵J7柵が知られる。画集『板劾』

のための彫版・和紙摺りを綴じたもの。年代から

して、あるいは『朗読詩集・常磐木他十二編』

(大政翼賛会文化部編、 1942)収録詩句からの引用

か、とも推察される。「一日に玄米四合と」と彫

られていることから、少なくとも戦時統制下で

「三合Jとされた改震版からの引用ではない。後

年にも板函や倭画に賢治の詩句を採るが、なぜか

賢治の詩句は板木に刻む際にかならず「どこかを

間違えるか、忘れるか、字がーツ欠けたりするの

で不思議です。なんべん彫ってもそうなるので困

ってしまいました」、という (W板画の道j1956)。

実際志功自ら認めるように「不来方認板函柵J
(1952)の「雨ニモマケズJでも、字配りの都合か

らか「ソシテワスレズ」の一行を彫り忘れてい

る。志功にとってそれは、完全無欠な仕事を成し

遂げることの難しさを自戒する教訓だったよう

だ。 1948年には『宮津賢治童話集四又の百合』

の装棋が百華苑より刊行されている。。稲賀繁美

490伊

[参考文献)r棟方志功全集』講談社. 1980年完結。 一く者の厳しさを予言するものにほかならない。

「明暗」ももちろん重要だが、賢治といえば、

むしろ仏教的イメージを付与された「明滅jとい

う言葉が印象的である。これも『春と修羅』の序

には「わたくしといふ現象は/仮定された有機交

流電燈の/ひとつの青い照明です/(あらゆる透

明な幽霊の複合体)/風景やみんなといっしょに

/せはしくせはしく明滅しながら/いかにもたし

かにともりつづける/因果交流電燈の/ひとつの

青い照明です/(ひかりはたもち、その電燈は失

はれ)Jという自己宣言が見られる。そして、こ

れは自己宣言であると同時に世界観の呈示であ

り、「銀河鉄道の夜J(初期形三〕で、ブルカニロ

博士は、次のように語るのだった。「そのひとは

指を一本あげてしづかにそれをおろしました。す

るといきなりジョパンニは自分といふものがじぶ

んの考といふものが、汽車やその学者や天の川や

みんないっしょにぽかっと光ってしいんとなくな

ってほ功、っとともってまたなくなってそしてその

一つがぽかっとともるとあらゆる広い世界ががら

んとひらけあらゆる歴史がそなはりすっと消える

ともうがらんとしたた cもうそれっきりになって

しまふのを見ました。だんだんそれが早くなって

まもなくすっかりもとのとほりになりました。」

一一これが宮浮賢治が感じていた世界の相Zがなの
だろう。

「明滅Jの誇は、心象スケッチ「小岩井農場」

パートーに「それよりもこんなせわしい心象の明

滅をつらねj、あるいは「みじめな旅のガドルフ」

を主人公とした童話「ガドルフの百合Jに「電光

のせわしいことはまるで夜の大空の意識の明滅の

やうでしたJなどと登場し、さらに書簡 [153]

には「石丸博士も保阪さんもみな私のなかに明滅

する」と語られる。「明暗Jの語は、七つ森を題

材とした「第四梯形」に「どうして決して、そん

なことはない/いまきらめきだすその真録の畑の

一片から/明暗交錯のむかふにひそむものは/ま

さしく第七梯形の/雲に浮んだその最後のもの

だ」とあらわれる。

「銀河鉄道の夜Jの「石炭袋」が思い出される。

カムパネルラがそっちを避けるようにして指差し

た「そらの干LJoi天の川のーとこに大きなまつく

らな孔がどほんとあいてゐJて、「その底がどれ

ほど深いかその奥に何があるかいくら眼をこすっ

てのぞいてもなんにも見えずたず限がしんしんと

痛む」という「石炭袋J。それは賢治テクストに

おける「暗Jのイメージを代表するものだ。そし
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かなことなのだ。 I

〈賢治と病〉という主題にとって、『春と修羅』

第一集「無声働突Jの数篇と『疾中』とか、格別の

重要性をもっというのは間違いない。ただもちろ

ん、それですべてではない。農業指導に心血を注

いだという事実を反映させるように、稲熱病など

の〈植物の病〉を歌ったものもいくつもある。

『口語詩稿』の「三月jなどは明らかだが、同じ

『口語詩稿』の rcまぶしくやつれて)Jなども、

より隠伏的にとはいえ、やはり農作物の病気のこ

とが主題になっている。

では、賢治の童話ではどうなっているのか。死

そのものなら「フランドン農学校の豚J、「グスコ

ープドリの伝記J、「銀河鉄道の夜」のような忘れ

がたい作品がいくつも関わってくる。それに比べ

ると、病そのものを主題化したものはそれほど目

立たない。その中では「北守将軍と三人兄弟の医

者Jは、人、動物、植物をそれぞれ扱う三人の医

者が主人公であり、ほほ明確に病が主題になって

いると述べてかまわない。 30年もの長い間遠征に

行き、そのせいで馬と癒着してしまい、体からも

「灰いろをしたふしぎなものJが生えていたソン

バーユー将軍を、 E人の医師がそれぞれのやり方

で治していくというものだ。もっとも、完治した

将軍はそのまま軍務を続けることはなく、王に暇

乞いをして引退する。その後農業に就きながら

も、食べることをやめ、飲むことをやめて遂に仙

人のように不可視になるという話だ。いや、仙人

になったのではなく、〈林の中の骨〉になったは

ずだという最後の言葉も面白い。総じて、賢治ワ

ールドの中では、病は死と比べられるとき、いわ

ば中途半端な存在棉をもったものであり、その

分、主題化がしづらいという図柄があった。

もっとも主題そのものではなく、話の背景を彩

るということなら、病に関わるものは他にもいく

つもある。「銀河鉄道の夜jにしても、ジョバン

ニの母親が病気だという設定が物語の重要な要素

になっていた。病圏に位置する薬の話を想起する

なら、「よく利く薬とえらい薬jがあり、賢治童

話にとって重要な薬、密粟のことを思うなら、

「ひのきとひなげしJが関係してくる。さらには

「貝の火Jが気に懸かる。雲雀の子を助けた御礼

にもらった(貝の火〉という宝石。それか程威と

なり、力をもった兎のホモイはいつしか慢心し、

悪事にも関わることに。すると〈貝の火〉の輝き

は曇り始め、遂に砕け散る。その粉が眼に入って

失明したホモイは、父親に「こんなことはどこに

| 山 口融 ー せ 日
1892-1988 

明治25年盛岡に、旧盛岡藩士山口政徳、千代の

四男、山口吉郎(あるいは朗)として生まれた。吉

郎と結婚したイソの兄には、のちの海軍大将、及

川古志郎がある。第2次、第3次近衛内閣で海軍大

臣を務めた古志郎について、山口青都は「毘沙門

は兄に似しかも紅葉晴れJの句を残す。成島の毘

沙門堂を訪れて兜抜毘沙門天立像を拝観したとき

の句と推定されるが、その歌碑は毘沙門堂から2
キロほどの、古志郎の菩提寺、凌雲寺(東和町安

俵)境内に存在する。及川古志郎は青郁同様、盛

岡中学校に学んでいるが、上級にはこれも海軍大

将で38代首相となる米内光政、同級には郷古潔、

金田一京助、田子一民、野村胡堂、下級にはのち

の陸軍大将、板垣征四郎などが見える。俳人、青

都は高浜虚子に師事し「ホトトギス」に属するか

たわら、東京大学教授・工学博士、鉱物学者でも

あり、地質学者としての富津賢治の同窓の先輩に

あたる。 。稲賀繁美

ヤマムラポ
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|モリス
Morris. William 1834-96 

賢治の「農民芸術の興隆」には，Wim.Morris 

労働はそれ自身に於て善なりとの信条苦楽苦

行外道狐」などと見え、英文でMorris“Art is 

man's expression of his joy in labour"とヲ|いてい

る。「労働はそのものとして善」、「芸術とは労働

における喜びの表現」と見るこの思想、「明らか

に有用な目的J，休息自らの創造jなどの文句は、

菊池裕子の研究によれば、モリスの“UsefulWork 

Versus Useless Toil"からの抜粋と推定される。

これに則り「農民芸術概論綱要J(1926)では、賢

治は貧困のなかにも幸福だ、った師父を慕い、今で

は芸術と宗教とは、真・善・美を商売にする輩に

占有されていると批判し、今こそ自らの美を創造

し、芸術によって灰色の労働を焼き払おうと訴え

る。命にまさる富はない、との主張には、モリス経

由で受容したラスキンの思想の投影も想定できょ

う。「職業芸術家は一度亡びねばならぬJとの主

張との関連で「ワグナア以後の音楽 マネイ セ

ザンヌ以後の絵画」への言及が見られる。ヴァグ

ナーへの批判や、 1910年の英都グラフトン画廊で

ロジャー・フライが組織した『マネと後押印象

派J展覧会の醜聞は、極東にも伝橋した。マネを

重視した木下杢太郎とセザンヌを評価した『白

樺Jの武者小路実篤とのあいだには「絵画の約

束」論争と呼ばれる応酬があった (1911-12)。賢

治の断片的メモの真意はiP，1Jり難いが、その論調は

むしろこれらの芸術に「人口のー害肋汀「買ひ鑑

賞し享楽jするに過ぎない「無力と虚偽」を見出

したもののようだ。「われらを離れ多くはわびし

く堕落した」これらの芸術に対して、賢治はモリ

スに従い「芸術の回復は労働に於ける悦びの回復

でなければならぬ」と宣言する。そこに、個人が

内奥にもつ「銀河を包む透明な意志Jや「第四次

元の芸術」といった賢治独自の構想が接木され

る。「農民芸術とは宇宙感情の地人個性と

通ずる具体的なる表現である」。天・地・人の相

互貫入によって成り立つ農民芸術を具体化する試

みが羅須地人協会(1926年発足)であり、羅須がラ

スキンの名前に由来するとの説も、複数の研究者

が示唆している。 。稲賀繁美
I関連項目]農民芸術I 第三芸術。モダニズム[美術における]

I参考文献)Kikuchi. Yuko. Ja.何 n，町 Modernisatiolland Mingei 

TheoηCultural Nationalism and Oriental Orienta/ism. London 
RoutledgeCurzon. 2004. 111端康雄「羅須地人協会の思想 ラスキ

ン，モリス!賢治Jr新日本文学J442号 1984 鶴見俊輔 I限
界芸術論j勤草書房 1967 

|森荘巴池一いち
1907-99 
本名は森佐一。盛岡市新穀町406に生まれる。

詩人・小説家 賢治研究家。盛岡中学校卒。東京

外国語学校露語科中退。隣人平野八兵衛(本名佐

藤善助)は石川啄木の友人で歌人でもあった。森

は幼少の頃から平野から啄木の逸話を聞き影響さ

れ、文学に関心を持った。森佐ーの実名のほか

に、啄木のように、 17歳から北小(光)路幻のほか

に畑幻人、青木凶次、などのペンネームを使い北

光路は詩作の時に使うペンネームで、歌人として

は北小路を使っていた。歌誌『噴野jr牧草jr郷
土歌人』同人で、近代短歌を書き、 1925(大正14)
年岩手歌人協会組織に参加。~岡中学校時代に校
友会雑誌の編集の理事となり、岩手日報、岩手毎

日新聞に盛んに詩・評論を投稿。花巻の詩人梅野

草二・高涯幻二たちと交流があり『反情jr聖燈J
『無名作家』に投稿し、森も賢治もこの三誌に投

稿していた。賢治は『反情J第2号に「陽ざしと

かれくさ」を発表、森は「ふむ・げんげん」のペ

ンネームで，(;1;だねγkえ-..(J(発表形は縦組み)

の未来派の動的な印刷所の職工泣かせの作品を発

表し晩年「未来派風な詩は賢治の詩「習作」に影

響したかもしれないj と述べているaクリアプJ
No2)。
1925 (大正14)年岩手詩人協会を生出仁(桃星)と

組織することを考え、全国誌『銀資j6号に「岩

手詩人協会宣言」とメンパ一、会則を発表し、岩

手日報には「仲間よ、けいきのいい、青い馬車を

発してくれ」と同宣言が掲載された(1925.6.24)。
集まった同人は37名。一番目に細越夏村、三番目

に富田砕花が記載され、富田は r重に同人になる

ことを断る書簡を寄せ、三番目に宮j畢賢治が登場



語っている。

もっとも、この時代の賢治が若々しい理想に燃

え、諸法実相、一念三千、法界成仏の理等を軸に

「法華経Jを信奉していたのは間違いない。それ

は大正6年9月の祖父喜助の死を踏まえ、卒業を前

にして交わされた父との交信、大正7年3月に突如

退学処分を受けたー学年下級の友人保阪嘉内との

交信などの書簡群によって確かめられることであ

る。 。栗原敦
I関連項目lライフワークの発進2 [農芸化学1.ライフワークの

発進3 [土性調査l.ライフワークの発進‘[童話制作のはじま

りl. 7ザリア肋膜炎，保阪嘉内

内奥にもつ「銀河を包む透明な意志jや「第四次

元の芸術Jといった賢治独自の構想が接木され

る。「農民芸術とは宇宙感情の地人個性と

通ずる具体的なる表現であるJ。天・地・人の棺

互貫入によって成り立つ農民芸術を具体化する試

みが羅須地人協会(1926年発足)であり、羅須がラ

スキンの名前に由来するとの説も、複数の研究者

が示唆している。 。稲賀繁美
l関連項目]農民芸術，第三芸術，モダニズム[美術における]

!参考文献]阻kuchi.Y uko. Japanese Mode門 出 凶anand Mz噌 .. 

Theory， Cultural Nationalism and On'ental Orientalis問.London 

RoutledgeCurzon. 2004川端康雄「羅須地人協会の思想ーラスキ

ン，モリス，賢治Jr新日本文学J442号。 1984.鶴見俊輔 I限

界芸術論j勤草啓房. 1967 
M
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Morris. William 1834-96 

賢治の「農民芸術の興隆」には rWim.Morris 

労働はそれ自身に於て善なりとの信条苦楽苦

行外道 狐Jなどと見え、英文で、Morris"Art is 

m釦 'sexpression of his joy in labour"と引いてい

る。「労働はそのものとして善」、「芸術とは労働

における喜びの表現jと見るこの思想、「明らか

に有用な目的Jr休息自らの創造Jなどの文句は、

菊池裕子の研究によれば、モリスの“UsefulWork 

Versus Useless Toil"からの抜粋と推定される。

これに買Jjり「農民芸術概論綱要J(1926)では、賢

治は貧困のなかにも幸福だ、った師父を慕い、今で

は芸術と宗教とは、真・善・美を商売にする輩に

占有されていると批判し、今こそ自らの美を創造

し、芸術によって灰色の労働を焼き払おうと訴え

る。命にまさる富はない、との主張には、モリス経

由で受容したラスキンの思想の投影も想定できょ

う。「職業芸術家は一度亡びねばならぬ」との主

張との関連で「ワグナア以後の音楽マネイ セ

ザンヌ以後の絵画Jへの言及が見られる。ヴァグ

ナーへの批判や、 1910年の英都グラフトン画廊で

ロジャー・フライが組織した『マネと後ママ印象

派』展覧会の醜聞は、極東にも伝播した。マネを

重視した木下杢太郎とセザンヌを評価した『白

樺』の武者小路実篤とのあいだには「絵画の約

束J論争と呼ばれる応酬があった (1911-12)。賢

治の断片的メモの真意は測り難いが、その論調は

むしろこれらの芸術に「人口の一割がJr貿ひ鑑

賞し享楽」するに過ぎない「無力と虚偽Jを見出

したもののようだ。「われらを離れ多くはわびし

く堕落したJこれらの芸術に対して、賢治はモリ

スに従い「芸術の回復は労働に於ける悦び、の回復

でなければならぬjと宣言する。そこに、個人が

モリソウイ
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|リップス
Lipps. Theodor 1851-1914 

リップスのいわゆる「感情移入JEinfuhlungの

美学は、島村抱月が『早稲田文学』第2号(1906年

2月)掲載の「動的美学」で紹介しているが、著作

が日本語に訳出あるいは論述されるのは阿部次郎

『美学j(大正6)あるいは稲垣末松訳『リップス美

学汎論』上・下(大正10-11)、同訳『美学各論j

(大正11)の刊行を待たねばならない。上野直昭の

回想によれば1910-11年ころに東京大学の哲学科

卒業生を中心に「リップス会Jなる勉強会が立ち

上げられ、伊藤吉之助、小山鞠絵、安倍能成、宮

本和吉、小宮豊隆、高橋穣らのほか、支那学者の

田中豊蔵なども参加したという。芸術とは自己の

内的な生命の表現とする捉え方や、内的な感情を

対象に移入して、対象を自我の内奥において体験

する、といった見方が、当時の高学歴青年たちに

流行した様が見て取れる。リップスは感情移入を

一般的統覚的感情移入Allgemeineapperzeptive 

Einfuhlung、情調移入Stimmungseinfuhlung、対

自然感情移入Natureinfuhlung、人間の官能的現

象に対する感情移入Einぬhlungin die sinnliche 

Erscheinung der Menschenなどと細分している。

園頼三の『芸術創作の心理j(1922)、伊勢専一郎

の『支那の絵画j(1922)などは、リップス説はす

でに中国六朝の「気韻生動」によって説破されて

いる、と説く。賢治の汎生命観には、感情移入美

学の東洋での受容の遠い反響と、それが仏教思想

へと融合してゆく痕跡が認められよう。

。稲賀繁美
l関連項目l阿部次郎

I参考文献l千葉陵「日本美術思想の帝国主義化Jr美学J213 

号。 2003年夏.56-68頁

|リ悶試験紙り…才
[英Jli町1旧uspaper [独JLa舵ckmus叩pa勾pl肥er

酸性・アルカリ性を識別するためリトマスゴケ

よりの色素を滋紙に泌み込ませた試験紙をいう。

実際には、地衣類の色素を用い、リトマスゴケの

他にチャシブゴケ・ヨコワサルオガセなどをアン

モニアと炭酸カリウムで処理、発酵させて製す

る。分子量3300程度の混合物で水とアルコールに

はわずかに溶解する。主成分はアゾミトリン(暗

紫色・暗赤色)、エリスロリトミンでオルセイ

ン・エリスロレインも存在する。アゾミトリンの

み酸塩基指示薬の性質をもち変色領域pH4.5(赤)

-8.3 (青)で精度は良好でない。 10世紀既に源順

による『倭名類衆紗』に桔梗(キキョウ)に対し和

名“蟻Iの火吹5き"とあり、花青素:りを含む花

に蟻が這うことにより、その蟻酸によって赤くな

ることを示したことで名付けられたと知ることが

できる。

賢治は、土壌・地質調査のため、必ずリトマス

試験紙を携帯しており、作品文語詩「霧降る萱の

細みちにJ.童話「或る農学生の日誌」などの検

土杖より容易に伺い知れる。 。一戸良行

lHツヒ
Liebig. J ustus von 1803-73 

ダルムシュタットに誕生、父は薬品染料卸問

屋。少年期より興味は化学にありボン大学で学ぶ

も手を濡らさぬ化学を嫌い、公費でえパリに留学、

A.フンボルトの知遇を得、彼の紹介でシアン合

成(1815)のゲイ・ルサックの下で雷酸銀の研究を

する。過酸化水素を発見(1818)したゲイ・ルサッ

ク生涯の友L.J，テナールの仕事も知り、 1824年、

フンボルトに才能を認められ、ギーセン大学助教

授職に推薦され、帰国就任、翌年教授となる。一

方、 F.ヴェーラーは、スウェーデンに赴き、].J

ベルセリウスの下でシアン酸銀を合成していた。

1826年、復活祭休暇を利用して相対した二人は当

初、激論を交すが、分子式同一の異性現象を語り

合い、生涯無二の友「水魚の交り」となる。

1831年、有機化合物の「炭水素分析法jを確立

したリーピッヒは、翌年、ヴェーラーと共に「ベ

ンゾイル基Jを導入、「基の理論」を提唱する。

賢治の専攻、農芸化学分野に関しては、リーピッ

ヒは市当局から郊外荒廃地を貸借、施肥実験を繰

り返して植物三大栄養素(窒素・燐・カリウム)を

発見し、化学肥料として重要性を提案する。賢治

の得業論文「腐植質中ノ無機成分ノ植物ニ対スル
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